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研究成果の概要（和文）：　長期記憶は、記憶内容が海馬に入力された後、しばらく時間を経てから、側頭葉新皮質内
に固定され、安定した記憶痕跡が形成されると考えられているが、その詳細は不明である。この研究では、ｆＭＲＩを
用いてヒト側頭葉内における長期記憶の形成および想起の機構を探った。
　対連合記憶課題を用いたその結果、記憶関連領域が１）顔や建物を処理する視覚野、２）海馬、３）外側側頭葉後部
、４）外側側頭葉前部の４領域あった。これら領域間相互作用を解析すると、新しい視覚情報はまず海馬に入力され、
後に外側側頭葉後部へと記憶固定し、想起時には外側側頭葉の後部から前部へと統合されることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Long-term memory is thought to be consolidated into the lateral temporal cortex lo
ng after encoding into the hippocampus. However, the details about its neural mechanisms are not well unde
rstood. We explored the neural mehcanisms of long-term memory consolidation and retrieval in the human tem
poral cortex using fMRI.
By employing a pair association task, memory-retlated areas were revealed in the 1) visual areas for faces
 and places, 2) himmpocampus, 3) posterior lateral temporal cortex, 4) anterior lateral temporal cortex. A
nalyses of the regional interaction revealed that new visual information was initially encoded into the hi
ppocampus, and was later consolidated in the posterior lateral temporal cortex, and was retreived via inte
gration from the posterior to anterior lateral temporal cortex.
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１．研究開始当初の背景 
内側側頭葉の両側切除の結果生じた重症の
健忘の症例（いわゆる Patient H.M.）が報告
されて以来、長期記憶の形成における海馬の
役割が広く研究されてきた。とりわけ重要な
Patient H.M.の発見は、新たに長期記憶を形
成することは困難であるのに対し、何年も前
の古い長期記憶は比較的問題なく想起でき
る、というものである。この現象はサルを動
物モデルとした実験でも確認されている。こ
れらの知見は、海馬は比較的最近の長期記憶
を想起する際に必要とされるが、一方、何カ
月も前の古い長期記憶を想起する際には海
馬にはもはや依存しない、ということを意味
する。このことから、長期記憶は、はじめは
海馬に依存するかたちで記憶痕跡が形成さ
れるが、その後何カ月かの時間をかけて徐々
に側頭葉新皮質に記憶痕跡が形成（固定）さ
れ、やがては海馬に依存せずに想起ができる
ようになる、という説が提唱され、その後の
一連の研究によって概ね支持されている。 
長期記憶形成における海馬の役割は比較的
よく研究されているが、一方、側頭葉新皮質
内に徐々に形成される記憶痕跡については、
知見が少ない。サルの側頭葉新皮質内の単一
神経細胞記録を行った研究により、実験的に
形成された記憶痕跡が報告されている。最近
の機能的磁気共鳴画像法（ｆＭＲＩ）を用い
たヒトの研究により、実験的に形成された記
憶痕跡が、側頭葉の前方にある新皮質領域に
存在することが報告されている。しかし、そ
の記憶痕跡がどのようにして形成されるの
か、また、この記憶痕跡が記憶の想起におい
てどのような役割を果たすのかについては、
ほとんど解明されていない。 
 
２．研究の目的 
この研究は、ヒト側頭葉内における長期記憶
痕跡の形成機構、および、その記憶痕跡の記
憶想起メカニズムに対する役割を解明する
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
１）ＡとＢという組み合わせをトレーニング
により憶えたのち、ＡをみてＢを想起する、
という対連合記憶課題を用いた。３テスラの
ＭＲＩスキャンを使用し、顔と建物の２種類
の視覚刺激それぞれについて、２カ月以上前
のトレーニングにより形成された古い記憶
跡と、３０分程度前に形成された新しい記憶
の想起に関連する脳活動を比較した。 
２） 
さらに、１）顔や建物を処理する視覚野、２）
海馬、３）外側側頭葉後部、４）外側側頭葉
前部の４領域について、顔、建物それぞれに
ついて領域間の相互作用をＰＰＩ法で解析
した。 
 
４．研究成果 
１）顔と建物に共通の記憶痕跡が外側側頭葉

の前部にあり、顔と建物それぞれ特異的な記
憶痕跡が外側側頭葉の後部にあることが分
かった（図１、図２）。 

 
２）顔と建物どちらも、記憶入力時に１から
２へ、記憶固定時に２から３へ、記憶想起時
に３から４へという神経回路の存在が示さ
れた。これらの結果により、記憶痕跡のない
新しい視覚情報はまず海馬に入力され、海馬
は外側側頭葉の後部へと記憶を固定し、固定
された記憶が想起される際は、外側側頭葉の
後部から前部へと情報が統合されて想起に
至ることが示唆された（図３）。 
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